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冬季の名阪国道の安心・安全な通行を守る建設機械・設備

様々な建設機械・設備を用いて、凍結防止剤の散布や除雪を実施しています。

名阪国道の標高について

冬季の道路利用時のお願い

取り組み方針等

消融雪設備

凍結防止剤散布車

スタックが
発生すると
除雪作業
にも支障

建設機械の配置状況

名阪国道は、標高約５００ｍの山間部を通過します。 早期に通行止めを実施します。

北勢国道事務所では、冬季(12～3月)に降雪による名阪国道の立往生や事故を未然に防ぐために、
ドライバーへの雪道での走行の心得や装備を新聞広告やチラシ、Xにて呼びかけています。

配置 機械名 区分

  上野維持   パトロールカー   道路巡回

  奈良維持   パトロールカー   道路巡回

  加太基地   凍結防止剤散布車   除雪

  除雪トラック   除雪

  守田基地   凍結防止剤散布車   除雪

  照明車   災害対策

    待機支援車   災害対策

  針基地   凍結防止剤散布車   除雪

  照明車   災害対策

  リフト車   災害対策

  対策本部車   災害対策

●「大型車等の立ち往生が発生」または
「大規模な立ち往生の発生の恐れがあ
る場合」には、県警察と連携のうえ、早
い段階で通行止め措置を実施します。

●集中的・効率的な除雪作業を実施し、迅
速に交通を確保します。

●三重区間、奈良区間の両方で同時に通
行止めが発生する可能性もあります。

●大雪予想時は不要不急の外出をお控え
下さい。


